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一
　
第一期（九月一一日、九月一八日、九月二二日）
〈本山節彌の作品から〉
数
々
の
高
校
演
劇
作
品
や
北
海
道
の
創
作
劇
を
創
造
し
た
本
山
節彌の作品から『ステージメルヘン
　
どさんこ花子』を
読んで（リーディングして）みよう。①本山節彌の創 劇は
▽
札
幌
静
修
高
校
時
代
　『
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
』『
あ
ひ
る
っ
ぺ
』
『北の浜っ子』
『新しい出発』
『山沼に誓う』
『移民』
『聖
者の行進』
『デブ子』
『カムイオイナ』
『ＯＳ』
――など。
▽
啓
北
商
業
高
校（
定
）
時
代
　『
月
蝕
と
夜
学
生
』『
ダ
イ
ヤ
ガラス』
『卒業延期』
『オホーツクのわらすっこ』
（高
校演劇全国大会最優秀賞）
『閉山』
『鍛冶』
――など。
▽
開
成
高
校
時
代
　『
の
ら
犬
』『
黄
色
の
ト
マ
ト
』『
イ
ゼ
ル
ギ
リ
婆
さ
ん
』『KEMKA
　
KA
RIP』
『
都
会
の
森
の物語』
『大きな木』
（高校演劇全国大会最優秀賞）
『雪
の
遺
書
』『
水
仙
月
の
四
日
』（
高
校
演
劇
全
国
大
会
最
優
秀
賞）
『愛の手紙』
『石うすの歌』
『赤どじょう』
『クイー
ン』
『コスモス
・
ホテル』
『そしてトンキーも死んだ』
『セロ弾きのゴーシュ』――など。▽高
校
演
劇（
高
文
連
）・
中
学
校
演
劇（
中
文
連
）
の
た
め
に
　『銀河鉄道の夜』
『からす太郎』
『はるにれと少年』
――など
▽一般演劇
（劇団
「青の会」
「札幌演劇協会」
劇団
「森
の会」
）
等のために
　『オホーツクの女』
『日本刀』
『ネ
オ・
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
』『
あ
め
り
か
礁
物
語
』『
ど
さ
ん
こ
花
子』
『女工節』
『新狂言
　
女鬼』
『焚き木の
SOS』
『音
楽
舞
踊
劇・
イ
ゼ
ル
ギ
リ
婆
さ
ん
』『
ホ
ル
の
い
た
森
』『
浜
茄
子
紅
き
磯
辺
に
も
』（
今
年、
二
〇
一
四
年
創
作
）
――
などがある。
ど
の
作
品
も、
北
海
道
に
根
ざ
し
た
骨
太
な
作
品
ば
か
り
で
あ
る。②こうした数々の名作を本山は残し、現在も活躍してい
る。
し
か
し、
い
ま、
高
校
演
劇
や
一
般
演
劇
で
再
演
さ
れ
る
　
北海道の演劇
　
―久保栄・有島武郎らを巡って―
北翔大学北方圏学術情報センター
　
ポルト
　
市民講座の実践を通して
森
　　　
一生
北海道の演劇作品を読む
　
～リーデイングから上演まで～
北
海
道
ゆ
か
り
の
家
の
演
劇
作
品
を
読
む。
各
期
三
回
完
結
で、
三
期
実
施
し、
各
期
の
三
回
目
は
公
開
発
表
と
し、
希
望
者
は
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
ポ
ル
ト
ホ
ー
ル
で
リ
ー
デ
イ
ン
グ
発
表
会（
照
明・
音
響
入
り！）
に
参
加することが出来る―このような形式で行ったポルト市民講座の報告です。
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こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
く、
そ
の
演
劇
作
品
に
触
れ
る
機
会
は
全
く「無い」に等しいと言ってもいいだろう。
③
『ステージメルヘン
　
どさんこ花子』
は、
一九六八
（昭
和四三）
年六月二九日。八トン積みの大型トラックが、
小
樽
港
か
ら
象
一
頭
と
駝
鳥
一
羽
を
積
ん
で、
旭
川・
旭
山
動
物
園
に
運
ん
だ。
だ
が、
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
は、
大
き
な
木
枠
を
利
用
し
て
の〈
か
え
り
荷
物
〉
が
あ
っ
た。
メ
ス
の
イ
ン
ド
象。
「眼、
眼光に光沢なし」
「前足、
関節各部に
〈クル病〉
が
診
ら
れ
る
」（
子
供
た
ち
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
密
か
に
払い下げられた）
剥製になる寸前の象
（花子）
である。
札
幌
の
郊
外、
こ
の〈
ク
ル
病
〉
の
象
と、
そ
の
命
を
懸
命
に
守
ろ
う
と
格
闘
す
る「
父
さ
ん
」
の〈
で
っ
か
い
愛
〉
の
物
語が『ステージメルヘン
　
どさんこ花子』である。
父
さ
ん
　「
花
子、
北
海
道
は
夏
の
次
に
冬
が
来
る。
冬
は
雪
が
降
っ
て
寒
い
ん
だ。
お
前
が
生
ま
れ
た
タ
イ
や
イ
ン
ド
と
違
う。
下
の
町
と
も
違
う。
何
も
か
ん
も
し
ば
れ
て
し
ま
う。
体
力
を
つ
け
て
お
か
な
い
ば
と
て
も
冬
を
越
せ
な
い
っ。
絶
対
に
無
理
な
ん
だ。
わ
か
る
か。
わ
か
る
べ。
―
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
歩
か
ね
ば
な
ん
な
い。
人
だ
っ
て、
象
だ
っ
て
お
ん
な
じ
だ。
歩
く
為には立たねばなんない。
わかるか。
わかるべ。
立
た
な
い
ば
死
な
ね
ば
な
ん
な
い。
わ
か
る
か。
わ
か
る
べ。
生
き
る
か
死
ぬ
か
は
花
子、
花
子
自
身
で
決
め
れ。――
風土に生きる
〈愛〉
と
〈自立〉
の物語でもあると言っ
ていいだろう。戯曲を読み、
「文字」
から得た世界を
「立
体
化
」
し、
こ
う
し
た
作
品
の「
核
」
や
作
者
の「
思
い
」
に
直
接
触
れ
る
こ
と
も
演
劇
作
品
を
読
む
喜
び
の
一
つ
に
し
た
い
ものである。
二
　
第二期（一〇月九日、
一〇月一六日、
一〇月二〇日）
〈有島武郎の戯曲作品から〉
有島武郎の青春舞台は北海道
（札幌）
であった。
そして、
有島は
「北海道文学の
『正統』
である」
と言われている。
小説に 、
『生まれ出づる悩み』
『カインの末裔』
『星座』
『
或
る
女
』
な
ど
が
あ
る
が、
学
校
教
育
で
は「
文
学
史
」
で
取
り上げられる程度で、
注目度は低いといえよう。しかし、
『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
は、
小
林
多
喜
二
の『
防
雪
林
』
や
伊
藤
整
の『馬喰の果て』や本庄陸男の『石狩川』
、島木健作『生
活
の
探
求
』、
そ
し
て、
久
保
栄
の『
火
山
灰
地
』
に
大
き
な
影
響を与えたと言われている。まさに、北海道文学の『正統』と言ってもいいのであ
有
島
に
は、
劇
作
家
と
し
て
の
も
う
一
つ
の
顔
が
あ
る。
つ
ま
り、創作・第一作は戯曲『老船長の幻覚』であり、最期の
作
品
は、
「
死
」
の
一
ケ
月
ほ
ど
前
に
書
か
れ
た
戯
曲『
独
断
者 会話』である。そして、有島は、生涯に十一本もの戯曲を書いたと言われている。これ の戯曲 触れ、朗読（リーデイング）してみよう①一〇月九日
小
説『
カ
イ
ン
の
末
裔
』
の
冒
頭
部
分
と
そ
れ
を
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
化
し
た
台
本
を
読
み
比
べ、
有
島
が
思
い
描
い
て
い
た作品世界を感じ取ってみたい。
狩太
（現、
ニセコ）
の有島農場
（四四〇町歩）
を
「共
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生
農
場
」
と
し
て
農
民（
小
作
人
）
に
開
放
し
た
有
島
の
世
界
と
北
海
道
の
風
土
と
描
か
れ
て
い
る
人
々（
農
民
た
ち
）
を「立体化」して受け止めてみる。
②一〇月一六日・　
有島武郎の戯曲作品と演劇との関わり。そのⅠ（略）
・
　
創
作・
第
一
作『
老
船
長
の
幻
覚
』（
一
九
一
〇
年
）
――
最期の創作『独断者の会話』
（一九二三年）
そ
の
間
に
書
か
れ
た
戯
曲（
『
小
さ
い
夢
』『
サ
ム
ソ
ン
と
デ
リ
ラ』
『洪水の前』
『死と其前後』
『奇跡の咀』
『聖餐』
（三
部曲）
『御柱』
『ドモ又の死』
『断橋』
）の特徴。
・
　『老船長の幻覚』のドラマ性と有島武郎――
・
　『御柱』
『ドモ又の死』
『断橋』について
・
　『御柱』
（その一部を）読んでみよう。
③一〇月二〇日・　
有島武郎の戯曲作品と演劇と 関わり。そのⅡ（略）
・
　『
御
柱
』『
ド
モ
又
の
死
』『
断
橋
』
三
作
品
の
ド
ラ
マ
性
に
ついて。
・
　『
御
柱
』（
そ
の
一
部
を
リ
ー
デ
イ
ン
グ
と
し
て
）
読
ん
で
み
よう。『
御
柱
』
は、
一
幕
も
の
で
あ
る
が、
（
西
洋
）
古
典
的
な
手
法（三角構図）で書かれているといわれている。
話
は
火
事
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る。
二
年
も
か
け
て
し
た
仕
事が一夜のうちに灰になってしまう。火事は
「付け火」
ら
し
い。
誰
が、
何
ゆ
え
に「
付
け
火
」
し
た
の
か。
こ
の
解
明がドラマを引っ張ってゆく。「
信
州
か
ら
ほ
っ
と
出
の
彫
り
物
大
工
づ
れ
に、
江
戸
の
大
工
が
引
け
を
取
っ
て
引
っ
込
ん
で
い
ら
れ
る
か
い
」
――
と
啖
呵
を
き
る（
江
戸
職
人
）
嘉
助
と「
口
の
先
で
は
な
ん
と
で
も
云
え、
手
前
づ
れ
が
俺
と
肩
を
並
べ
ら
れ
る
大
工
か
そ
う
で
な
い
か、
胸
に
手
を
当
て
て
思
案
し
て
み
ろ
――
た
わ
け
た
こ
ん
だ
わ
――
末
代
ま
で
も
国
の
宝
と
な
ら
う
づ
も
の
を、
手
前
は
よ
く
も
一
晩
の
中
に
灰
に
し
た
な
」
――
怒
る
平
四
郎。
こ
の
二人が（ドラマの）主人公である。
ド
ラ
マ
は、
嘉
助
の
登
場
ま
で
が「
発
端
」
部
で
あ
り、
平
四
郎
の
家
族（
久
和
蔵・
お
初
）
に
よ
っ
て
お
お
か
た
の
伏
線
が
は
ら
れ、
嘉
助
と
平
四
郎
と
の
対
決
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
形成し、嘉助の退場とともに収束に向かう。
場
所
は、
平
四
郎
の
寝
起
き
す
る
家。
と
き
は、
朝
の
ひ
と
時。筋は、
平四郎と嘉助の職人魂。――（西洋古典の）
「三一致」が守られている構成である。
有
島
は、
こ
の『
御
柱
』
を
創
作
す
る
時、
藤
森
成
吉
や
吹
田順助、
足助素一、
中川一政、
里見弴、
らを招いて「朗
読」をし 意見を聞いたという。「
朗
読
」
は、
他
者
に
聞
か
せ
る
と
同
時
に、
――
他
な
ら
な
い
自
分
の
声
を
通
し
て
――（
自
分
も
ま
た
）
聴
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り、
「
立
体
化
」
さ
れ
て
――
作
者
に（
再
び
）
迫
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る。
（
有
島
は『
ド
モ
又
の
死
』『
断
橋
』
の
創
作
過
程
で
も
友
人
た
ち
を
招
き、
「
朗
読
」
し
た
と
いう。――井上理恵
「『境界のドラマ』
有島武郎の戯曲」
百二〇頁）有
島
武
郎
の
い
く
つ
か
の
作
品
に
触
れ
て
み
る
と、
「（
自
分
ひ
とりではなく）
『他人とともに』救われる」
「他人ととも
に
救
わ
れ
る
た
め
の『
共
感
力
』」「
他
人
が
置
か
れ
た〈
環
境
〉
〈立場〉
を想像できる
『力』
」
――こういったテーマが迫っ
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てくる。
有
島
武
郎
が
現
代
の
我
々
に「
問
い
か
け
る
も
の
」
と
言
っ
て
いいだろう。三
　
第三期（一一月二〇日、
一一月二七日、
一二月一日）
　〈久保栄とその戯曲『林檎園日記』を読む〉
①
一一
月
二〇
日
・
　
久保栄という人
　　
久保栄の仕事は、
ⅰ劇作、
ⅱ演出、
ⅲ
演
劇
論、
ⅳ
北
海
道
に
大
き
く
与
え
た
影
響、
の
四
つ
に
大
別することが出来る。
・
　
劇
作
で
は、
北
海
道
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品、
明
治
維
新
の
社
会
の
動
き
を、
国
際
的
な
規
模
の
も
と
に
幅
広
く
描
い
た
と
いわれる『五稜郭血書』
。
十
勝・
帯
広
周
辺
の
農
業
試
験
場
や
炭
焼
き
場、
農
場
を
舞
台
に、
寒
冷
地
農
業
の
確
立
を
説
く
自
然
科
学
者
の
試
験
場
長
を
軸
に、
農
民、
学
界、
血
縁、
国
策
資
本
が
複
雑
に
絡
み
合
う壮大なドラマである『火山灰地
。
札
幌
市
郊
外・
平
岸
の
林
檎
園
を
舞
台
に、
没
落
し
て
ゆ
く
戦
時
下
の
果
樹
園
経
営
者
と
そ
の（
作
家
希
望
の
）
弟
の
生
き
方・人としてのあり方を描いた 林檎園日記』
。
久
保
の
祖
父
が
創
業
し、
父
が
引
き
継
い
だ
野
幌（
現・
江
別
市
）
の
レ
ン
ガ
工
場
を
舞
台
に、
日
本
の
近
代
社
会
が、
世
界
の
情
勢
に
ゆ
り
動
か
さ
れ
な
が
ら、
二
〇
世
紀
後
半
の
間
に
た
ど
っ
た
そ
の
道
筋
を、
レ
ン
ガ
工
場
の
浮
き
沈
み
を
通
し
て、
労務者、
技術者、
経営者、
大資本家、
そして、
「軍」
と
の
関
係
に
お
い
て
描
こ
う
と
し
た
小
説・
ロ
マ
ン『
の
ぼ
り
窯』
などがある。
（他に
『新説国姓爺合戦』
『漁民』
『中
国湖南省』
『吉野の盗賊』
『日本の気象』などがある。
）
・
　
演出
・
演劇論では、
戦前、
戦中、
築地小劇場（文芸部）
に
入
り、
小
山
内
薫、
土
方
与
志
ら
と、
ド
イ
ツ
自
然
主
義
演
劇
や
表
現
主
義
演
劇
を
研
究。
わ
が
国
演
劇
界
の
代
表
的（
演
劇
）
理
論
家
と
し
て、
ソ
ビ
エ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
新
し
い
演
劇
の
導
入、
紹
介
を
は
じ
め、
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
論
争
を
通
じ
て「
典
型
的
な
境
遇
の
な
か
に、
典
型
的
な
性
格
を
描
く――リアリズム」
を主張した。といわれている。
（こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は、
改
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る。
と
私
（森）は思っている）
・
　
久
保
は
晩
年、
演
劇
創
造
の
第
一
線
か
ら
そ
の
身
を
引
い
た
が、
一
九
五
六
年
一
〇
月、
（
長
光
太
ら
と
）「HBC（
北
海
道
放
送
）
演
劇
研
究
所
」
で、
自
作
の「
こ
わ
れ
甕
」
を
テ
キ
ス
ト
に
演
技
指
導
を
行
な
っ
て
い
る。
こ
の
と
き
の
久
保
の
緻
密、
周
到
な
指
導
は、
草
創
期
の（
民
間
）
テ
レ
ビ
放
送
に
か
か
わ
っ
た
創
造
者
た
ち
の
語
り
草
に
な
っ
て
い
る。
ま
た、
前
後するが、
一九五一年、
帯広の自立劇団が『火山灰地』
の
上
演
許
可
を
依
頼
し
た
時、
久
保
は、
「
――
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て、
地
元
の
生
活
に
密
着
し
た
作
品
を
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が、
あ
な
た
方
の
お
仕
事
の
本
来
の
使
命
な
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
て
い
る。
つ
ま
り、
地
域
に
根
ざ
し
た
創
造
性
を
熱
く
主
張
し
た。
久
保
は、
東
京
に
住
ん
で、
北
海
道
を
描
い
た
が、
そ
こ
に
は
少
し
の〈
隔
た
り
〉
も
無
か
っ
た
と
言
え
よう。
②
一一月二七日
・
　『
火
山
灰
地
』
と
い
う
作
品
　「
日
本
の
北
の
涯
の
農
業
都
市
／
ど
こ
よ
り
も
雪
解
け
が
遅
く
／
ど
こ
よ
り
も
霜
の
早
く
来
る
平
原
の
な
か
に
／
ち
ょ
う
ど
皴
だ
ら
け
の
農
民
の
掌
に
の
っ
た
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／一粒の穀物のように小さな市。――　
冷
害
／
飢
饉
／
凶
作
／
水
害
／
自
然
と
人
間
と
が
つ
く
り
出
す
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
／
し
か
し
土
に
棲
む
人
び
と
は
／
荒
れ
地
の
石
の
下
か
ら
も
芽
生
え
る
／
名
な
し
草
の
よ
う
に
生
きてゆく。劇は／この市と／この農村とを中心に／――」　
初演当時、
第一部の幕開き前、
俳優
・
宇野重吉が（炭
焼き・泉
　
次郎役）百姓姿で朗読する部分である。
　
この壮大なドラマのテーマである。
・
　
第一部、
（第一幕）
「歳の市」
、（第二幕）
「新年会」
、（第
三幕）
「かま前検査」
、（第四幕）
「試験畠」
　
第二部、
（第五幕）
「製線所」
、（第六幕）
「部落まつり」
昼と夜、
（第七幕）
「前夜」
　
二
部・
七
幕
の
超
大
作
で
あ
る。
第
一
部、
四
幕
で
約
四
時
間。第二部、三幕で約四時間。　
登場人物は、
約六〇名。
（「歳の市」や「部落まつり」
の
登
場
人
物
を
加
え
る
と
約
一
〇
〇
人
ほ
ど
に
な
る
）
で
あ
る
か
ら、
上
演
が
大
変
困
難
で
あ
る。
（
大
道
具
が
七
場
面。
一
部
二
部
を
通
し
て
上
演
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
難
し
く。
過
去
の
公
演
は
ど
の
場
合
も、
一
部・
二
部
に
分
け
て
公
演。
さ
ら
に、
約
一
〇
〇
名
に
及
ぶ
キ
ャ
ス
ト
の
確
保、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保、稽古場の確保、――等々）
・
　
このこともあって、過去四度しか公演されていない。ⅰ　
一九三八年六月から七月
　
新協劇団（初演）
ⅱ
　
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
二
年
　
劇
団
民
芸（
久
保
栄
記
念公演）
ⅲ
　
一九七八年（第一部）と一九八〇年（第二部）
石狩高校生合同公演
ⅳ
　
二〇〇五年一月から
（第一部）
、三月から
（第二部）
劇団民芸（創立五十五周年記念公演）
　
こ
の
よ
う
に
過
去
四
度
し
か
公
演
さ
れ
て
い
な
い
が、
六
一
年
の
劇
団
民
芸
の
公
演（
演
出・
村
山
知
義
）
で
は、
資
料
に
よ
る
と、
相
当
に「
カ
ッ
ト（
テ
キ
ス
ト
レ
ジ
ー）
」
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
し、
〇
五
年
の
公
演（
演
出・
内
山
鶉
）
で
も、
時
間
的
に、
カ
ッ
ト
は
免
れ
な
か
っ
た
――
と
い
わ
れ
て
い
る。
従
っ
て、
全
篇
を
原
作
ど
お
り
に
上
演
し
た
の
は、
初
演
と
北
海
道
の
石
狩
高
校
生
に
よ
る
合
同
公
演
の
み
と
言
う
事
になる。演劇研究家
・
吉備国際大学教授
・
井上理恵は、
「
札
幌
の
高
校
生
と
教
員
と
が『
火
山
灰
地
』
上
演
チ
ー
ム
を
作
っ
て
上
演
――。
（
　
略
　
）
わ
た
く
し
は
第
二
部
の
み
見
る
こ
と
が
で
き
た。
熱
気
の
溢
れ
た
見
事
な
舞
台
で
あ
っ
た。
」
と
評
し
て
い
る。
（『
火
山
灰
地
』
二
〇
〇
四
発
行・
新
宿
書
房
『火山灰地』解題三八二頁）
・
　
観
客
は
こ
の
劇
を
ど
の
様
に
受
け
と
め
た
の
だ
ろ
う
か。
　
初
演・
一
九
三
八（
昭
和
一
三
）
年
七
月、
第
二
部
の
千
秋
楽
の
晩、
連
日
満
員
を
続
け
た
築
地
小
劇
場
の
幕
が
す
る
す
る
と
降
り
た
瞬
間、
ち
ょ
び
髭
の
お
っ
さ
ん
が
立
ち
上
が
っ
て「
日
本
の
演
劇
芸
術
と
新
協
劇
団
バ
ン
ザ
イ
」
と
叫
ん
だ
こ
と
を
出
演
者
で
あ
っ
た、
滝
沢
修、
宇
野
重
吉、
千
谷
道
雄
ら
は
聞
い
ている。
（回想―『久保栄研究』
）
　
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は、
こ
の
作
品
の
上
演
が
当
時
の
観
客
に
与
え
た
感
動
が「
異
常
」
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る。
こ
の
声
の
持
ち
主・
西
山
国
四
郎
さ
ん
は「
当
時、
神
田
の
酒
屋
の
お
や
じ
で
あ
っ
た
私
は
――
だ
ん
だ
ん
と
社
会
が
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暗
く、
ま
る
で
ト
ン
ネ
ル
の
奥
へ
奥
へ
と
入
り
込
ん
で
ゆ
く
よ
う
な
あ
の
時
点
に
お
い
て、
私
た
ち
は
丁
度、
屠
殺
場
へ
列
を
組
ん
で
追
い
や
ら
れ
る
牛
か
馬
か
と
い
う
情
勢
で
し
た。
そ
の
時
に
火
山
灰
地
の
上
演
で、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
当
分
の
間
こ
の
よ
う
な
劇
は
見
ら
れ
な
い
と
言
う
心
境
に
あ
っ
た
の
で
は
な
いでしょうか。
」と言う。
　
ま
た、
政
治
学
者
の
丸
山
真
男（
当
時
二
四
歳
）
は「
そ
の
年
か
ら
メ
ー
デ
ー
も
永
久
禁
止
と
な
り、
労
働
組
合
の
内
部
に
も
産
報
運
動
が
す
さ
ま
じ
く
進
行
し
は
じ
め
た。
日
支
事
変
は
と
め
ど
も
な
く
拡
大
し
て
行
く。
こ
う
い
っ
た
重
苦
し
い
雰
囲
気
の
中
で、
あ
の
芝
居
が
上
演
さ
れ
た
わ
け
で
す。
僕
な
ど
社
会
科
学
の
前
途
を
す
っ
か
り
悲
観
し
て
い
た
折
だ
け
に、
雨
宮
の
科
学
者
と
し
て
良
心
を
貫
こ
う
と
す
る
態
度
が
実
際
こ
た
え
た
で
す
よ。
だ
か
ら
劇
の
構
成
や
演
技
を
批
判
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
二
の
次
と
な
り、
見
て
い
て、
た
だ
訳
も
な
く
涙
が
出
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
回
想
し
て
い
る。
ま
た、
映
画
評
論
家・
瓜
生
忠
夫（
当
時
二
三
歳
）
は、
「
現
在、
僕
の
思
想
が
も
し
左
翼
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば、
そ
れ
は
ハ
ッ
キ
リ『
火
山
灰
地
』
の
影
響
だ
と
い
え
る
ん
で
す。
――
こ
れ
は
科
学
と
芸
術
の
詩
的
形
象
に
お
け
る
統
一
が
実
に
明
ら
か
な
具
体
性
を
持
っ
て、
当
時
の
僕
の
全
精
神
だ
け
で
な
く、
僕
の
全存在を捉えたからだと思う」
と言う。
（久保栄著
『火
山灰地』付録
　
二〇〇四年発行
　
新宿書房）
　「
知
」
の
継
承・
「
感
動
体
験
」
の
継
承
と
い
う
点
で
示
唆
す
るものが大きいと思う。
・
　『火山灰地』登場人物の横顔農
業
実
験
場・
製
麻
会
社
　
精
糖
会
社
と
農
民
た
ち
と
を
結
ぶ
「（逸見）しの」
農
業
科
学
者
で
あ
る
父（
滝
本
）
と
そ
の
弟
子
で
あ
る
夫（
雨
宮
聡
）
――
息
子・
徹
と
の（
娘
で
あ
り、
妻
で
あ
り、
母
で
ある）
「（雨宮）照子」
不
在
地
主
と
農
民
と
の
軋
轢
の
な
か
で
壮
絶
に
生
き
る「
（
駒
井）ツタ」家
父
長
制
社
会
の
な
か
で
女
の「
負
」
の
面
を
持
つ
が
明
る
く
生きる「
（船津）まつえ」
精
米
所
の
娘、
精
糖
会
社
の
事
務
所
に
勤
め、
自
分
を
鞭
打
つ
知的な農村婦人「
（足立）キミ」
純真無垢な娘「
（雨宮）玲子」
泉
　
次
郎・
市
橋
達
治・
逸
見
庄
作・
関
　
為
吉・
駒
井
子
之
吉（農民たち）青木良衛
・
唐沢克己
・
辻章平
・
コバンコフ（一般庶民）
　
こ
う
し
た
人
々
が、
縦
糸、
横
糸
を
紡
ぎ
な
が
ら
こ
の
ド
ラ
マを展開してゆく。
③一二月一日・
　
久
保
は、
一
九
四
〇（
昭
和
一
五
）
年
八
月
い
わ
ゆ
る「
新
劇
事
件
」
に
よ
っ
て「
検
挙
」
さ
れ、
（
所
属
し
て
い
た
）「
新
協
劇
団
」
は
解
散
さ
せ
ら
れ
る。
年
末
に
は
い
っ
た
ん
は
保
釈
さ
れ
る
が，
以
後、
仕
事
を
禁
じ
ら
れ、
敗
戦
ま
で
公
的
活
動
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た。
「
――
何
と
か
し
て
筆
を
汚
さ
ず
に、
こ
こ
何
年
か
の
嵐
を
や
り
過
ご
そ
う。
し
か
も
そ
の
期
間
を、
仕
事
の
上
で
空
白
に
す
ま
い。
――」
と
構
想
を
練
り、
敗
戦
後、
新
た
な「
戦
後
的
地
平
」
か
ら
書
い
た
の
が『
林
檎
園
日
記
』
で
あ
る。
久
保
は、
「『
林
檎
園
日
記
』
の
僕
の
創
作
上のテーマは
文化人芸術家の戦争責任です。
このテー
マ
を
生
産
部
面
を
描
く
こ
と
に
関
連
を
持
た
せ
な
が
ら
書
い
て
い
っ
た。
」（『
林
檎
園
日
記
を
書
く
ま
で
』）
と
い
い、
「
言
わ
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ば『
林
檎
園
日
記
』
は、
大
東
亜
理
念
に
対
す
る
私
の
無
力
な
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
記
念
品
の
一
つ
で
あ
る
」（『
林
檎
園
日
記
』
あとがき）と言っている。
・
　『林檎園日記』
第二幕を朗読
（リーデイング）
してみる。
とき
　　
日中事変のころ
と
こ
ろ
  北
方
の
或
る
都
会
の
郊
外
に、
地
味
の
関
係
で、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
林
檎
園
が
密
集
し
て、
美
し
い
一
廓
を
形
づ
く
っ
て
い
る
な
か
の
安
倍
林
檎
園。
舞
台
は、
園
内
の
古
び
た
家
の
な
か。
表
口
へ
つ
づ
く
土
間
と、
林
檎
畑
に
通
う
土
間
と
に
挿
ま
れ
て、
ポ
ン
プ
井
戸
や
ス
ト
ー
ヴ
の
あ
る
台
所
と、
囲
炉
裏
を
切
っ
た
茶
の
間
と、
障
子
の
奥
の
も
う
一
つ
の部屋と、二階へ上がる梯子段の口と。
配役
壽
々（
安
倍
林
檎
園
の
初
代
の
園
主
の
娘。
二
代
目
園
主
の
妻。
）　
	
	
	
	
大坪久美子
正義（安倍林檎園の三代目の園主）
	
菅村敬次郎
信胤（壽 の次男。無名作家）
		
櫻井幹二
　
道
子（
正
義
の
娘。
題
名
の
日
記
は
彼
女
が
つ
け
て
い
る
）
　　　
	
	
	
	
黒
木
　
澪
　
継男（正義の息子。
）	
	
	
宮崎僚也
　
源三郎
（遊佐林檎園の三代目の園主。信胤と同年輩）
　　
		
	
	
	
工
藤
　
剛
　
今
朝
吉（
安
倍
林
檎
園
の
常
雇
い
人
夫。
川
西
姓。
）　 　
　　　
	
	
	
	
村
松
幹
男
　
トメ（同じく常雇い人夫。櫻井姓。
）	
平井伸之
　
再
び
井
上
理
恵
の（
『
ド
ラ
マ
解
読
』
社
会
評
論
社
　
戦
争
が
肯
定
さ
れ
た
時
代
と
の
出
会
い
　
久
保
栄
　
没
後
三
十
年
）
の
こ
と
ば
を
借
り
て
こ
の
講
座
が〈
目
指
し
た
〉〈
真
意
〉
と
したい。　「（
略
）『
体
験
は、
体
験
し
な
か
っ
た
人
間
と
出
会
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
体
験
は、
体
験
を
し
な
か
っ
た
人
間
と
出
会
い、
語
ら
れ、
討
論
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
は
じ
め
て
体
験
者
に
と
っ
て
も
非
体
験
者
に
と
っ
て
も、
真
に
体
験
と
し
て
生
きはじめる』――（略）　
か
つ
て『
火
山
灰
地
』
の
久
保
栄
と
い
え
ば
通
じ
た
の
で
あ
るが、
いまでは演劇青年たちにも通じなくなった。
『久
保
栄
全
集
』
は
絶
版
と
な
り、
（
略
）
安
価
で
簡
単
に
入
手
で
き
た
戯
曲
や
評
論
も
姿
を
消
し、
図
書
館
か
古
本
屋
で
久
保
栄
の
名
前
を
探
し
て
読
む
以
外
は
ほ
と
ん
ど
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る。
こ
う
し
た
現
象
は
一
人
久
保
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く、
一
九
三
〇
年
代
に
活
躍
し
た
作
家
た
ち
は
み
な
似
た
よ
う
な
扱
い
を
受
け
て
い
る。
不
当
と
し
か
言
い
よ
う
の
な
い
現
象
で
あ
る
が、
こ
れ
は
彼
ら
の
体
験
が
未
だ
体
験
し
な
か
っ
た
人
々
と
出
会
う
機
会
を、
誰
か
が
奪
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う。
私
た
ち
は
あ
る
い
は『
生
き
ら
れ
て
い
る
瞬
間
の
闇
』
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
さ
れ
て
い
る
のかもしれ い。　
そ
う
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と（
略
）
戦
争
が
肯
定
さ
れ
推
進
さ
れ
て
い
た
時
代
に
生
き
た
人
々
の
体
験
と
出
会
う
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
な
る。
か
つ
て
帯
広
の
町
で、
音
更
の
村
で、
さ
ら
に
は
オ
サ
ル
シ
沢
で、
非
体
験
者
で
あ
る
久
保
が
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
体
験
に
出
会
い、
語
っ
た
こ
と
で
彼
ら
の
体
験
が
真
に
体
験
と
し
て
生
き
続
け
た
よ
う
に、
私
た
ち
は
久保栄の体験に命を与えなけ ばならないであろう。
」
